
〃

頗
本
藩
士
の
米
国
紀
行

肥
後
藩
林
政
の
性
格
に
つ
い
て

改
革
政
治
（
宝
暦
）
の
農
民
政
策

初
期
藩
政
改
革
の
歴
史
的
意
義

ｌ
熊
本
藩
宝
暦
の
改
革
に
つ
い
て
ｌ

熊
本
藩
に
お
け
る
藩
政
改
革

宇
土
の
上
水
道

熊
本
藩
に
お
け
る
「
疲
艇
」
の
怨
諦
副
に
つ
い
て

般

肥
後
地
方
史
雑
考

肥
後
の
あ
ゆ
み

熊
本
県
近
世
庶
民
史
料
所
蔵
目
録
一
・
二
・
三

九
州
の
地
方
史
研
究
ｌ
熊
本
県
関
係
分
Ｉ

熊
本
藩

鯛
本

肥
後
と
鯨
来
文
化

地
方
史
研
究
の
現
状
ｌ
九
州
⑥
熊
本
県
ｌ

藩
政
と
今
日
の
地
方
自
治
体

藩
政

近
世
肥
後
関
係
雑
誌
論
文
目
録
（
発
表
唾

大森沼吉串 森
田
賊
一

″″

竹
内
理
一
二

森
田
餓
一

″″″″〃江田田永山

卯
藩
政
改
革
の
研
究

松
本
寿
三

真
勝昭

次
郎

賊
一

志
乃
夫

2９２８２８２８２８２７
41404040403632312嘆
鯉 鯉繊喋撫
職鋤鯛景 殿
73206鯉813f淵娼

喬記１４５１３

思熊熊

想本〃〃〃茜356史
学 学
５５５４３

郎

編

4０



田谷〃山田下

農
村
・
農
政
‐

肥
後
国
農
村
に
お
け
る
家
族
の
櫛
成

地
方
知
行
の
一
考
察

ｌ
肥
後
藩
初
期
の
給
知
百
姓
を
中
心
に
ｌ

肥
後
藩
手
永
・
惣
庄
屋
一
覧

幕
末
尊
撰
論
と
肥
後
勤
王
党

知
行
替
地
の
一
考
察

肥
後
細
川
藩
初
期
の
給
知
の
分
布
に
つ
い
て

肥
後
藩
の
年
貢
に
つ
い
て

近
世
の
郷
士
制
、
特
に
金
納
郷
士
の
性
格

ｌ
肥
後
藩
政
史
と
の
関
連
に
お
い
て
Ｉ

郷
村
制
と
地
方
知
行
制
の
関
係

ｌ
肥
後
藩
に
於
け
る
地
方
知
行
政
策
を
中
心
と
し
て
ｌ

加
藤
清
正
の
国
衆
対
策

近
世
の
石
高
に
つ
い
て

細
川
重
賢
と
堀
平
太
左
術
門

肥
後
一
山
村
に
於
け
る
「
衆
」
の
榊
造
と
展
開

″

ｌ
山
上
三
名
字
衆
ｌ

近
世
初
期
肥
後
国
衆
一
摸
の
榊
造

肥
後
藩
統
治
に
関
す
る
一
試
輪
’
八
代
城
番
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ

肥
後
藩
の
給
知
制

ｌ
肥
後
藩
武
士
相
統
法
研
究
序
脱
Ｉ

藩
体
制
の
砿
立
過
程

■

ｌ
肥
後
藩
の
知
行
政
策
１

森渋 西森森 森
山
恒
雄
弱
社
会
経
済
史
学
妬
１
３

原
田
敏
丸
記
大
分
大
経
済
論
集
２
１
２

″″

鎌
田 ″

森
田
賊
一

″

森
山
恒
雄

″

森
山
恒
雄
狸
九
州
史
学
３

3６

〃

敏
実

誠
一

禎誠

功 浩

4１４１４０３９ 3６３５３４３３３３3５３５３５ 3２

熊
本
近
代
史
史
料
一
集

日
本
談
義

九
州
史
学
妬

国
史
論
叢

熊
本
史
学
釦

法
文
論
叢
加

九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
７

地
方
史
研
究
、
１
２

法
文
論
叢
廻

九日法
〃州本文〃

史人論
学物叢

１９１５史１０１０
大
系

″
《
、

4１



雄雄丸一

近
世
村
落
の
成
立
と
展
開

Ｉ
熊
本
県
下
益
城
郡
城
南
町
に
つ
い
て
ｌ

近
世
に
於
け
る
干
拓
新
田
農
村
に
関
す
る
一
考
察

近
世
の
出
百
姓
に
つ
い
て

上
納
銀
よ
り
み
た
村
財
政

Ｉ
近
世
末
期
下
益
城
郡
江
頭
村
Ｉ

肥
後
藩
に
お
け
る
地
主
経
営
の
一
例

ｌ
菊
池
郡
中
原
家
ｌ

肥
後
藩
の
八
代
新
田
開
発

’
百
町
・
四
百
町
・
七
百
町
新
地
に
つ
い
て
Ｉ

肥
後
国
諸
検
地
帳
に
つ
い
て

肥
後
藩
干
拓
新
田
の
特
異
性

近
世
初
期
肥
後
国
農
村
の
社
会
櫛
成

近
世
初
期
肥
後
の
地
撫

肥
後
藩
の
郷
士
制
度

ｌ
玉
名
郡
小
田
手
永
の
一
例
ｌ

近
世
九
州
に
お
け
る
農
民
層
の
分
化

肥
後
藩
干
拓
史

館
本
県
干
拓
年
表

近
世
初
期
九
州
の
農
村
榊
造

肥
後
藩
に
お
け
る
労
働
力
の
櫛
成

近
世
初
期
肥
後
農
村
の
家
族
と
村
落
榊
成

慶
長
拾
三
年
肥
後
国
鶴
羽
田
村
検
地
帳

肥
後
国
検
地
諸
帳
の
分
析

Ｉ
飽
田
郡
室
園
村
お
よ
び
合
志
郡
江
良
村
Ｉ

西
村
昭
雄

松
本
雅
明
鉛
民
族
学
研
究
幻
１
２

西
沢
昭
隆

森
田
誠
一

氏
家
弘
隆

小杉原安渋安

〃野本田藤〃谷藤

熊
本
大
学
国
史
学
科
研
究
会
訂
熊
本
史
学
理

森
田
司
誠
一

喜
多
村
俊
夫

安
藤
精
一

″
池
田
勝

璽尚敏輔 輔
一

敏
実

日
本
藤
一
史
弱１

3８ 3６ 3６３５ 3４３４３０３０３０２９２９２８ 2８２８２７２７２７

西
日
本
史
学
、
周
年
記
念
号

熊
本
史
学
四
・
釦
合
併

九
州
経
済
史
研
究

熊
本
年
鑑

″

農
村
櫛
造
の
史
的
分
析

″

熊
大
教
育
学
部
紀
要
３

商
法
経
論
叢
ｍ
Ｉ
１

″
ｍ
ｌ
２

西熊経熊

畠蕊"要
1４刊
学４９３創

″
型
・
理
会
厩
Ⅵ

－４２



森小
手

〃田川

寛
政
文
化
期
大
坂
前
期
賛
本
と
藩
政
改
革

肥
後
藩
の
林
業
・
塩
柔

在
町
と
そ
の
商
業
資
本
展
開
の
実
証
的
研
究

幕
末
辺
境
に
お
け
る
村
万
商
人
の
手
代
と
小
作
管
理
人

近
世
前
期
肥
後
に
お
け
る
「
上
方
抱
下
し
者
」

在
町
的
環
落
の
変
遷
つ
い
て

Ｉ
上
益
城
郡
市
ノ
原
、
馬
見
原
町
の
成
立
と
そ
の
変
遷
Ｉ

近
世
に
お
け
る
一
在
町
の
変
遷

Ｉ
小
川
・
吉
本
町
を
中
心
に
Ｉ

近
世
に
お
け
る
在
町
の
成
立
と
変
遷

Ｉ
肥
後
菊
池
川
水
運
を
中
心
と
し
て
Ｉ

経
済

近
世
に
於
け
る
商
品
流
通
の
一
例

近
世
に
お
け
る
商
品
と
し
て
の
椎
茸
に
関
す
る
二
・
三
の
資
料

肥
後
藩
に
お
け
る
鯨
油
取
扱
と
鯨
油
新
地

寸
志
寸
考

Ｉ
上
益
城
郡
矢
部
手
永
に
つ
い
て
Ｉ

肥
後
の
干
拓
新
田

ｌ
い
わ
ゆ
る
「
士
族
開
に
つ
い
て
」
ｌ

ｌ
特
に
八
代
海
沿
岸
百
町
・
四
百
町
・
七
百
町
新
地
に
つ
い
て
の
問
題
点
ｌ

肥
後
藩
に
お
け
る
村
寄
合
に
つ
い
て

肥
後
の
検
地
帳

ｌ
特
に
そ
の
成
立
Ｉ

Ｉ
肥
後
野
津
手
永
の
零
落
に
つ
い
て
Ｉ

渋
谷
敏
実

岩
本
税

松佐蓑 花
岡
興
輝
佃
熊
本
史
学
調

3８３６

花
岡
興
輝
詔
熊
本
史
学
皿

中
部
よ
し
子

森
田
賊
一

″

秀
村
選
一
二

″

森
田
賊
一

本藤田

善
次
郎

賊
一

勝
彦

郁
夫

寿
三
郎

4０３９2９２７２７

熊
本
史
学
配

歴
史
と
教
育
２

4０４０ ⑩
国
史
諭
竣

3５

熊
本
史
学
３

″
３

社
会
経
済
史
学
別
１
２

近
世
史
研
究
２
１
５

日
本
産
業
史
大
系
８

原
田
教
授
記
念
輪
文
集

経
済
史
研
究
犯
’
’

九
大
文
化
史
紀
要
８
．
９
合
併

熊
本
史
学
妬

〃〃
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池
田

金
田

牧八
函
津

蝿
田

隈
府
町
に
於
け
る
近
世
の
宮
座

八
代
妙
見
宮
の
諸
座
（
一
・
二
）

封
建
政
治
と
宗
数
の
利
用

肥
後
藩
切
支
丹
之
名
簿
（
一
・
二
）

八
代
高
子
原
村
花
奴
組
成
立
の
母
胎

″
花
奴
組
の
成
立

″
花
奴
組
の
成
熟
（
前
・
後
）
・

真
宗
寺
院
設
立
の
一
例

北
島
雪
山
の
「
国
郡
一
統
志
」
に
つ
い
て

肥
後
に
お
け
る
浄
土
真
宗
の
展
開

藩
体
制
下
に
お
け
る
神
主
の
専
業
化

ｌ
肥
後
国
阿
蘇
末
社
社
家
男
成
氏
の
場
合
ｌ

肥
後
金
工
総

肥
後
金
工
の
意
匠
と
技
法

肥
後
鈍
の
名
作

肥
後
藩
の
廻
船
式
目

熊
本
藩
「
刑
法
草
摺
」
考

肥
後
藩
刑
法
草
簡
の
成
立

「
刑
法
草
窃
」
を
中
心
と
し
た
熊
本
藩
の
刑
剛
体
系
に
つ
い
て

近
世
武
士
相
続
法
の
特
色
ｌ
熊
本
藩
を
中
心
と
し
て
ｌ

宗
教
・
文
化

幕
末
・
明
治
初
期
に
お
け
る
在
町
蜜
本
展
開
の
一
形
態

法

制

蓑上圭蓑桜

〃田妻室田井″

松
本
寿
一
二
郎

松
本
雅
明

圭
室
文
雄

岩
本
税

佐
藤
貫
一

蔵
田
蔵

沼
田
鎌
次

3９３９３９

森
田
賊
一

勝
之
進

田
鶴
男

諦
成

博
之 勝

平
一
郎

健
二

洋
平浩

田
鶴
男

”
熊
本
史
学
創
刊

犯
〃
５
１
６

釦
宗
教
と
科
学
の
歴
史

型
熊
本
史
学
９
１
ｍ

鯉
〃
哩

認
〃
巧
・
躯
合
併

狐
〃
Ⅳ
ｌ
氾

弱
社
会
と
伝
承
４
の
３

訂
熊
本
史
学
型

調
日
本
仏
教
刀

調
熊
本
史
学
”

㈹
国
史
餓
鰻

”
・
熊
本
史
学
創
刊

法
政
研
究
塑
１
２

法
学
験
鐙
妃
－
５

法
と
政
治
８
の
３
．
４

法
制
史
研
究
鯛

ミ
ユ
ー
ジ
ア
ム
印１

″
訂ぐょ

″
訂１《

－４４－



蓑
田
田
鶴
男

上
妻
博
之

森
下
功

花
岡
興
輝

加
治
屋
修

米
光
聖

熊
本
年
鑑
編
集
部

″

川
口
恭
子

天
草

（
天
草
諸
島
の
史
的
研
究
）

近
世
天
草
の
人
口
問
題

文
化
年
間
に
お
け
る
天
草
の
キ
リ
シ
タ
ン

天
草
の
海
外
出
嫁
女
の
研
究

天
領
天
草
の
商
業
と
問
屋

相
良
藩
の
寺
院
帳
に
つ
い
て

球
磨
郡
宗
派
別
寺
院
の
廃
絶
調

人
吉
藩

史
料
・

球
磨
仏
師
年
表

Ｉ
熊
本
県
人
吉
市
・
球
磨
郡
Ｉ

球
磨

願
成
寺
阿
弥
陀
如
来
と
宝
治
坊
の
薬
師
如
来
に
つ
い
て

松
井
徴
之
参
府
御
供
日
誌

細
川
藩
災
害
損
失
誌

米
原
村
庄
屋
日
記
（
上
・
中
・
下
）

肥
後
国
之
内
熊
本
領
産
物
帳

幕
末
期
阿
蘇
造
酒
屋
中
の
諸
申
談
覚
播

庶
民
の
生
活
と
思
想
（
一
・
二
・
三
）

八
代
宮
地
紙
の
由
来

き
り
し
た
ん
こ
ろ
び
証
文

史
料

森
田
誠

佐
藤
光
昭

上
村
重
次

3７３７

佐
醗
光
昭

″

７２

桧
垣
元

古
野
浦

森
克

宮
本
叉 虹

物
溌
藩
史
統
７

3９３８ ３６３５３３３７３６３３３５３１
●

熊 熊３４熊

藍箪曲〃〃〃〃本史
学鑑学
1９熊２４２１１４１８９
・本１．１
２０年２７２２１７

合鑑蔚併

熊
本
史
学
配８

″
２

九
大
文
化
史
紀
要
２

全
口人己次 熊

本
史
学
認４

″
２
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藤中武服藤

本〃村野藤本

天
草
高
浜
村
の
田
畑
岡
替

末
子
相
続
制
の
経
済
史
的
考
察

ｌ
熊
本
県
天
草
郡
の
一
例
に
つ
い
て
Ｉ

近
世
天
草
に
お
け
る
新
田
刈
分
小
作

天
草
に
お
け
る
大
庄
屋
の
権
限
の
推
移

薩
藩
琉
球
買
易
と
貿
易
商
人
石
本
家
の
関
係

徳
川
期
天
草
島
に
お
け
る
出
嫁
の
諸
相

肥
後
国
天
草
島
に
お
け
る
漁
村
の
成
立
と
展
開

村
方
商
人
石
本
家
の
帳
簿
組
織

天
草
の
経
済
事
補

天
草
漁
村
の
実
体
鯛
査

（
天
意
賭
勘
の
史
的
研
究
続
稿
）

近
世
天
草
に
お
け
る
農
民
運
動

天
草
村
落
の
社
会
動
態
（
第
一
部
）

天
草
郡
御
領
村
石
本
家
の
研
究

天
草
石
本
家
の
研
究
の
意
賎
と
九
州
在
郷
貸
本

石
本
家
略
史

石
本
家
と
究
政
八
年
の
「
百
姓
相
続
方
仕
法
」

石
本
家
の
土
地
経
営

村
方
商
人
の
性
格
と
製
駁
菜

近
世
長
崎
に
於
け
る
貿
易
莱

石
本
家
の
経
営
形
態
に
関
す
る
一
考
察

石
本
家
文
窪
目
録
抄

天
草
勘
に
お
け
る
家
族
制
度

隆
士 夫子司士

柚
垣

内
藤

宮
本
又
次

吉
田
道
也

服
藤
弘
司

藤
本
隆
士

篠
崎
光
行

武
野
要
子

秀
村
選
三

研
究
所
編

舟
橋
醇
一

青
山
道
夫

中
川
高
男

竹
内
理
三
‐

日
本
歴
史
鯛

森
田
賊
一
羽
熊
本
史
学
７

正要弘隆

農
村
携
造
の
史
的
分
析

″

九
州
経
済
史
鏡
集
２

熊
大
教
育
学
部
紀
要
５

九
州
文
化
史
紀
要
８
．
９
合
併

″
″

四
九
大
文
化
史
紀
要
３
．
４
合
併

一
元
圭
口

莞
・
爾

岡
橘

高
田
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服

八
付
肥
Ｖ
こ
の
目
録
は
戦
後
に
お
け
る
近
世
肥
後
関
係
随
文
の
す
べ
て
を
網
羅
す
る
目
的
で
作
成
し
た
が
、
実
際
に
は
編
者
の
目
に
ふ
れ
た
雑
総
論
文
が
中
心
で
あ

り
、
従
っ
て
近
世
肥
後
を
中
心
的
に
取
扱
っ
た
麓
文
を
多
く
採
録
し
、
部
分
的
に
関
連
あ
る
も
の
は
充
分
に
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
ま
た
と
く
に
大
学
関
係
の
紀
要
に

つ
い
て
は
全
く
接
す
る
槻
会
が
な
い
た
め
脱
渦
が
多
い
と
思
う
。
右
の
賭
点
に
つ
い
て
御
示
教
下
さ
れ
ば
幸
甚
で
す
。

〔
主
な
雑
味
発
行
者
〕

九
州
史
学

熊
本
史
学

法
文
輪
鰻

国
史
諭
鰻

原
田
教
授
肥
念
総
文
集

天
草
諸
島
の
人
口

近
世
に
お
け
る
漁
村
展
開
の
一
事
例

Ｉ
肥
後
国
天
草
郡
赤
崎
村
Ｉ

天
草
の
百
姓
一
摸
概
説

百
姓
一
撲
弘
化
打
殴
の
跡
仕
末

天
草
に
於
け
る
百
姓
一
撲
に
就
て

「
遠
島
」
地
天
草

天
草
に
お
け
る
寛
政
八
年
の
「
百
姓
相
続
方
仕
法
」

近
世
天
草
に
お
け
る
商
人
地
主
の
形
成
に
つ
い
て

九
州
大
学
国
史
学
研
究
会

熊
本
史
学
会
（
熊
本
大
学
法
文
学
部
内
）

熊
本
大
学
法
文
学
会

″
国
史
科
同
窓
会

″
″

中伊藤元
田
璽
雄

た
そ
が
れ
・
し
じ
ま

野
田
敏
行

″

金
沢
法
学
７
１
２

商
学
論
躍
２
１
１

地
理
餓
鍍
、

社
会
科
学
輪
集

村藤本〃藤

正隆弘

夫博士司

３７３６3９

天
草
史
談
２

″
５
●
７

″
、

〃
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